
J I U
Josai International University

祝
30
周
年 

こ
う
変
わ
る
！ 
来
年
度
の
J
I
U

⃝
クォ
ー
タ
ー
制
を
導
入
　
⃝
全
学
部
共
通
基
盤
科
目
を
開
設

⃝
観
光
学
部
が
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
スへ
移
転
　
⃝
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
2
号
棟
完
成
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Spe c i a l  Feat ur e s
2
0
2
2
年
4
月
、
城
西
国
際
大
学
は
創
立
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
未
来
志
向
の
人
材
育
成
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
、

学
び
の
充
実
を
図
る
た
め
、
来
年
度
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

主
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
ひ
と
足
早
く
、
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

1
年
間
を
4
学
期
に
分
け
て
授
業
を
行

う
ク
ォ
ー
タ
ー
制
を
導
入
。
同
一
科
目
の

授
業
を
週
2
回
受
講
し
、
約
2
か
月
で
1

科
目
を
履
修
し
終
え
ま
す
。
▽
短
期
集
中

的
に
学
ぶ
こ
と
で
理
解
を
深
め
ら
れ
る
▽

さ
ま
ざ
ま
な
授
業
を
履
修
す
る
機
会
が
得

ら
れ
る
▽
海
外
留
学
の
機
会
も
倍
増
─
─

と
メ
リ
ッ
ト
が
い
っ
ぱ
い
！

クォ
ー
タ
ー
制
を
導
入

全
学
部
共
通
基
盤
科
目

 

ス
タ
ー
ト

クォーター制に
なると資格の
取得にも取り組み
やすくなるね！

海外留学の
チャンスが倍増
するよ！

都心に建つ
ピカピカの
新校舎！

データサイエンスから
スポーツ科学まで、
いろいろ学べる！

安房
キャンパス

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
2
号

棟
が
完
成
。
50
名
収
容
の
小
教
室
か
ら

2
1
0
名
が
一
度
に
学
べ
る
大
教
室
ま
で

9
室
を
擁
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

や
演
劇
発
表
に
対
応
し
た
ス
ペ
ー
ス
も
。

既
存
の
1
・
3
～
5
号
棟
と
併
せ
、
政

治
・
経
済
の
中
心
地
で
学
ぶ
魅
力
を
実
感

で
き
る
場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャン
パ
ス
に

新
2
号
棟
完
成

祝 30 周 年！

来年度のJ IU
こう変わる！

2
0
0
6
年
の
学
部
開
設
以
来
、
千
葉

県
鴨
川
市
の
安
房
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
と

し
て
き
た
観
光
学
部
が
、
千
葉
東
金
キ
ャ

ン
パ
ス
に
移
転
。
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

一
員
に
加
わ
る
こ
と
で
、
他
学
部
学
生
と

の
交
流
や
学
部
間
連
携
教
育
な
ど
が
可
能

に
。
総
合
大
学
の
強
み
を
活
か
し
、
さ
ら

に
充
実
し
た
教
育
を
展
開
し
ま
す
。

観
光
学
部
が

千
葉
東
金
キ
ャン
パ
ス
へ

移
転

他学部生と一緒に
東金で学生生活を
楽しもう！

授業もさらに
充実！

千葉東金
キャンパス

文
系
・
理
系
の
枠
を
超
え
て
、
学
問
の

基
礎
を
横
断
的
に
学
べ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
ス
タ
ー
ト
。
議
論
を
深
め
る
た
め
に

必
要
な
基
本
ス
キ
ル
に
始
ま
り
、
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
、
国
際
関
係
論
、
伝
統
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
ま
で
。
総
合
大
学
な

ら
で
は
の
多
彩
な
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
科
目

を
そ
ろ
え
、
新
た
な
時
代
を
切
り
拓
い
て

い
く
力
を
養
い
ま
す
。

完成予想図
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 Top i c s

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

関
し
︑
医
療
系
学
部
を
擁
す
る
本
学
で
は
︑
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
学
内
外
で
展
開
し
ま
し
た
︒

▽
ワ
ク
チ
ン
接
種
協
力
に
関
す
る
協
定
を
千
葉

県
東
金
市
と
締
結
し
︑
ワ
ク
チ
ン
の
管
理
や
︑

集
団
接
種
会
場
へ
の
薬
・
看
護
学
部
の
教
員
派

遣
な
ど
を
実
施
▽
看
護
学
部
生
を
対
象
に
ワ
ク

チ
ン
の
副
反
応
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
▽
副

反
応
に
関
す
る
知
識
や
対
応
策
を
ま
と
め
た
動

画
を
︑
福
祉
総
合
・
薬
・
看
護
の
3
学
部
の
学

生
が
制
作
︒
接
種
後
の
経
過
観
察
時
間
に
見
て

も
ら
え
る
よ
う
15
分
間
に
ま
と
め
︑
学
内
の
職

域
接
種
会
場
で
上
映
│
│
が
主
な
内
容
で
す
︒

説
明
会
お
よ
び
学
生
制
作
の
動
画
は
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
︑
学
外
の
方
々
に
も

利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
い
ず
れ
の
取
り
組
み

も
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
全

国
に
向
け
報
道
さ
れ
︑
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
学
生
向
け
ワ
ク
チ
ン
説
明
会
が

﹁
正
確
な
情
報
提
供
・
発
信
例
﹂
と
し
て
紹
介

さ
れ
る
な
ど
︑
た
く
さ
ん
の
反
響
を
頂
戴
し
ま

し
た
︒

ま
た
︑
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
協
力
を
機
に
︑

山
武
市
な
ど
東
金
市
周
辺
の
自
治
体
お
よ
び
医

療
関
係
者
と
の
協
力
体
制
も
深
ま
り
︑
地
域
に

根
ざ
し
た
大
学
と
し
て
の
存
在
価
値
を
よ
り
確

か
な
も
の
と
し
ま
し
た
︒

﹁
国
際
﹂﹁
外
国
語
﹂
を
冠
し
た
大
学
で
組
織

す
る
﹁
国
際
大
学
間
の
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂

︵
C
o
I
N
︶
の
活
動
が
本
格
始
動
し
ま
し
た
︒
持

続
可
能
な
開
発
目
標
︵
S
D
G
s
︶
を
背
景
に
︑

広
い
視
野
と
寛
容
な
心
を
育
め
る
教
育
研
究
環

境
の
実
現
を
目
指
し
︑
2
0
1
9
年
末
に
発
足

し
た
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
こ
れ
ま
で
2
回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
︒﹁
S
D
G
s
の
イ
ン
パ
ク

ト
と
﹃
国
際
﹄
大
学
の
こ
れ
か
ら
﹂︵
2
0
1
9

年
12
月
︶︑﹁
コ
ロ
ナ
禍
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

国
際
大
学
の
課
題
と
挑
戦 

～
学
生
目
線
で
見

る
〝
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
〟
の
実
力
～
﹂︵
2
0
2
1
年
7
月
︶
を
テ
ー
マ

に
︑
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
︒

第
2
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
︑
国
立
教
育
政
策

研
究
所
長
の
浅
田
和
伸
氏
に
よ
る
基
調
講
演
や
︑

会
員
大
学
教
員
に
よ
る
事
例
報
告
に
加
え
︑
学

生
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
授
業
の
あ
り
方
を
語
り

合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
︑
そ
の
模
様
は

オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
無
料
配
信
さ
れ
ま
し
た
︒

ま
た
︑
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
︑
会

員
で
あ
る
関
西
国
際
大
学
︑
九
州
国
際
大
学
︑

本
学
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒
今
後

も
国
際
大
学
な
ら
で
は
の
強
み
を
最
大
限
活
か

す
と
と
も
に
︑
会
員
数
増
加
に
向
け
︑
積
極
的

な
活
動
を
展
開
す
る
予
定
で
す
︒

Q R コ ード か ら 各 記 事 の 詳 細 を W E B で お 読 み い た だ け ま す 。

新型コロナウイルスワクチン接種での
取り組み

副反応の説明会や対応策動画などに
大きな反響

地域連携強化にもひと役

Topic 1

国際大学間の未来ネットワーク
（CoIN）

公式ホームページ開設
活動を本格始動

Topic 2

T o p i c s

﹁
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
﹂
で
は
︑

本
学
関
係
者
の
活
躍
が
光
り
ま
し
た
︒

2
0
1
7
年
経
営
情
報
学
部
卒
の
鈴
木
朋
樹
選

手
︵
所
属
：
ト
ヨ
タ
自
動
車
︶
は
︑
陸
上
4
0
0

メ
ー
ト
ル
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
リ
レ
ー
で
︑
1
期
生

︵
1
9
9
6
年
経
営
情
報
学
部
卒
︶
の
村
山
浩
選
手

︵
所
属
：
S
M
B
C
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
︶
は
︑
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
男
子
ダ
ブ
ル
ス
︵
車
い
す
W
H
︶
で
︑

共
に
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
︒
本
学
サ
ッ
カ
ー
部

コ
ー
チ
の
京
谷
和
幸
さ
ん
は
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
男
子
日
本
代
表
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
と
し

て
︑
チ
ー
ム
を
準
優
勝
に
導
き
ま
し
た
︒

京
谷
コ
ー
チ
は
昨
年
11
月
6
日
に
千
葉
東
金

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
大
学
祭
で
の
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
出
席
く
だ
さ
り
︑
メ
ダ
ル
を

勝
ち
取
る
ま
で
の
道
の
り
や
︑
こ
れ
か
ら
社
会

の
中
で
立
ち
向
か
っ
て
い
く
学
生
達
に
向
け
て

の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま

し
た
︒
ま
た
︑
鈴
木
選
手
も
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
︒

村
山
選
手
は
11
月
17
日
に
来
学
さ
れ
︑
杉
林

堅
次
学
長
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
選
手
ら
と
交

流
し
ま
し
た
︒
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
大
会
が
1
年
延
期
に
な
っ
た
時
の
率
直
な
気

持
ち
や
︑
メ
ダ
ル
に
ま
つ
わ
る
秘
話
な
ど
︑
学

生
の
質
問
に
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
答
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
︒

観
光
学
部
が
旅
行
会
社
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム

株
式
会
社
︵
東
京
都
新
宿
区
︶
と
共
同
企
画
し
た

ツ
ア
ー
が
﹁
鉄
旅
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
2
0
2
0
﹂(

鉄

旅
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
実
行
委
員
会
主
催)

の
旅
行

会
社
部
門
で
国
土
交
通
省
鉄
道
局
長
賞
に
選
ば

れ
︑
昨
年
4
月
に
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

受
賞
対
象
と
な
っ
た
の
は
︑
2
0
1
9
年
12

月
に
実
施
し
た
館
山
市
内
周
遊
バ
ス
ツ
ア
ー

﹁
と
ど
け
よ
う
元
気
　
東
日
本
応
援
企
画
　
お

座
敷
列
車
華
で
行
く
館
山
日
帰
り
の
旅
﹂
で
す
︒

同
年
9
︑
10
月
に
発
生
し
た
台
風
15
・
19
号
で

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
房
総
半
島
を
﹁
観
光
の

力
で
元
気
に
し
た
い
﹂
と
い
う
思
い
か
ら
︑
観

光
学
部
生
約
60
名
が
企
画
︒
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ

ム
社
が
展
開
す
る
﹁
旅
で
復
興
支
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
﹂
の
一
環
と
し
て
催
行
さ
れ
︑
当
日
の

運
営
も
学
生
が
担
当
し
ま
し
た
︒

国
内
の
優
れ
た
鉄
道
旅
行
商
品
を
表
彰
す
る

﹁
鉄
旅
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
﹂
は
10
回
目
を
数
え
︑

国
交
省
鉄
道
局
長
賞
は
今
回
初
め
て
設
け
ら
れ

ま
し
た
︒﹁
大
学
と
連
携
し
︑
こ
れ
か
ら
の
観

光
業
を
担
う
人
材
育
成
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

企
画
﹂
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
︑
栄
え
あ
る

初
代
受
賞
作
と
な
り
ま
し
た
︒

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
社
と
は
そ
の
後
も
︑
第

2
弾
︑
第
3
弾
の
共
同
企
画
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
し
た
︒

東京2020パラリンピック

卒業生の鈴木朋樹選手・村山浩選手、
サッカー部コーチの京谷和幸氏が快挙

Topic 3

産学連携による
南房総観光復興への取り組み
旅行会社との共同企画ツアーが
国交省鉄道局長賞受賞

Topic 4

来学された村山浩選手（前列右）を囲み記念撮影 学内の接種会場で、副反応に関する動画を見る学生

第2回フォーラムのポスター
館山市内周遊バスツアー参加者を、横断幕でお出迎え
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More Inf o .Stud en t s!

　新型コロナウイルス感染症による経済的な影響が継続している状況を受けまして、学校法人城西大学では2020年に

経済的に困窮した本学学生の修学支援を目的とした「緊急コロナ特別奨学金」（給付型）を設置いたしました。

　厳しい経済状況の折にもかかわらず、城西大学同窓会、城西大学父母後援会、城西国際大学同窓会、城西国際

大学父母後援会、卒業生、大学近隣にお住まいの方々、大学にご縁のある企業の方々、また、本学教職員より、

2020年より第I期9060万円　第Ⅱ期3200万円に引き続き、2021年第Ⅲ期として4735万円のご寄付を賜りました。

　いただきました寄付金につきましては、経済状況の変化による収入減、学生本人のアルバイト打ち切り等による生活

費の獲得困難などの状況に陥っている学生に対して、審査のうえ、両学の1757名の学生に支援を行い学業の継続に

つなげることができました。

　みなさまのあたたかなご支援に心よりお礼と感謝を申し上げます。

緊 急 コ ロ ナ 特 別 奨 学 金 の 報 告 と お 礼

学 生 課 外 活 動

●「第43回全日本大学軟式野球選手権大
会」（11月15～19日）で、ベスト8に入りました。
北海道から沖縄県までの230チームの代表23
チームによるトーナメント戦で、
初出場ながら2勝を上げ、来季に
つながる活躍を見せました。

観光学部軟式野球部が
全国ベスト8入り

オンライン留学プログラム
海外の協定大学と画面越しに交流

  コロナ禍で海外への渡航ができない中、中国や韓国の海外協定大学と協力し、オン
ラインを活用した長・短期研修や、交流会を実施しました。看護学部看護学科や福祉
総合学部福祉総合学科の1年生による全員参加型海外研修をはじめ、2021年4～12月
に約400名の学生がさまざまなプログラムを体験しました。

地域連携による弁当販売
「地元の味」が久々の対面授業の活力に〈千葉東金キャンパス〉

 対面授業の再開に合わせ、「道の駅 みのりの郷 東金」のご協力により、東金市内飲
食店が作った弁当の学内販売が始まりました。500円前後という手頃な価格で地元の
味を楽しめるとあって、学生のみならず教職員の人気も集めています。また、牛丼、
ドーナツ、焼き肉弁当などのキッチンカーも時期や曜日替わりで出店し、昼食の選択肢
を広げるとともに地域貢献にもひと役買っています。

2キャンパスで大学祭開催
オンラインをフル活用し「コロナ禍での交流」探る

 2キャンパスで2021年10・11月、大学祭をそれぞれ開催しました。東京紀尾井町キャ
ンパスでは姉妹大学の城西大学・城西短期大学とともに第5回「3J Festival」をオンライ
ンで実施。ダンスから教員対談まで、幅広いプログラムで参加者を楽しませました。30

回目となった千葉東金キャンパスの「JIUフェスティバル」は有観客とオンラインを併用。パ
ラリンピック車いすバスケの京谷和幸コーチとの交流会などを行いました。

創立30周年記念ロゴマーク決定
学内公募に53点の力作　メディア学部2年生4名の共同作品を採用

 2022年4月の創立30周年に向け、本学関係者を対象に記念ロゴマークのデザインを
募集しました。53点の力作が寄せられ、審査の結果、メディア学部メディア情報学科
ニューメディアコース2年生4名が共同制作した作品が選ばれました。「30」の数字をメイ
ンに、グローバルな学風と歴史を人と色の数で表しています。今後展開するさまざまな
記念事業などで活用し、本学の魅力をアピールしていきます。

●「第50回秋季全日本学生サーフィン選
手権」（11月27日開催）で、稲田光さん（経
営情報学部2年）が「フレッシュメン」クラス
（31名エントリー）で見事、初優勝しました。
中学生の時に競技を始めたという稲田
さんは初戦と準決勝を1位で通過
し、決勝でも存分に実力を発揮
しました。

サーフィン部の稲田光さんが
全国初優勝

●「第40回全日本女子学生剣道優勝大会」（11
月14日開催）の団体戦に女子剣道部が5年ぶり8回目の
出場を果たし、ベスト16の成績を収めました。大会は2
年ぶりの開催で、56大学によるトーナメント戦で争われま
した。初戦、2回戦と快勝し、ベスト8をかけた戦いでも
善戦。全国の強豪校を相手に力を出し切りました。

女子剣道部、
5年ぶりの全国大会でベスト16に

●女子柔道部は「2021年度全日本学生柔道
優勝大会」（11月13日開催）の3人制に、通算
12回目の出場。男子柔道部の波平泰輝さん
（経営情報学部2年）は、「2021年度全日本学
生柔道体重別選手権大会」（11月25日開
催）に初出場し、目標としていたベスト
8入りを果たしました。

男女柔道部が全国大会で活躍
男子の波平泰輝さんはベスト8入り

●女子ソフトボール部は7月3日、「第56回全
日本大学男女ソフトボール選手権大会」の関
東地区予選会に全国大会出場権獲得を目指
して出場。決定戦となった順天堂大学戦では、
1－1で迎えた最終回で鉾田亜沙美選手（経営
情報学部4年）が満塁のチャンスで走者一掃の
三塁打を放って勝負を決め、見事に全国へ
の切符を手にしました。

やったぜ！

とりゃー！　

全国だー　

Q R コ ード か ら 各 記 事 の 詳 細 を W E B で お 読 み い た だ け ま す 。

女子ソフトボール部が
5年ぶり3度目の全国出場果たす

※日付はいずれも2021年

学校法人城西大学「緊急コロナ特別奨学金」事務局
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広 報 誌「 J I U 」発 刊 に あ たって

　城西国際大学の活動をコンパクトにお伝えする媒体として、広報誌「JIU」を発刊いたしました。「DXの時代になぜ？」

と思われた方もいらっしゃると思いますが、ホームページやSNSによる発信では目に留まりにくかったトピックスにも触れ

ていただくとともに、デジタルにあまり触れる機会のない方々にもぜひ本学の情報をお伝えしたく、あえて紙でお届けす

ることにしました。年2回ほどの発行を予定しております。ぜひ次号も手に取っていただけると嬉しいです。

　掲載した情報はすべて、要点のみをまとめています。各トピックに興味を持ってくださった方はぜひ、QRコードから

大学ホームページ掲載の記事にアクセスし、詳しい内容をご覧ください。

　表紙の写真は毎号、学生に撮影してもらいます。初回を飾ったのは、学生広報スタッフを務めてくれている福祉総

合学部福祉総合学科の原田心有希さん（1年）が、千葉東金キャンパスの図書館で写した一枚です。感性あふれる作

品に、今後もご期待ください。 【広報室】

城 西 国 際 大 学  広 報 誌

表紙写真紹介

撮影者
福祉総合学部　福祉総合学科1年　原田心有希

■表紙の写真は、大学内の図書館で撮影しました。数
多くの本で溢れている場所で時々、ふと目に入った一
冊の本に何故か惹かれ、ページを進めるに連れて本の
世界に入り込んでしまうような、そんな出逢いの瞬間を
イメージしてシャッターを切りました。

TEL：0475-55-8860　FAX：0475-53-4660
（千葉東金キャンパス）

TEL：03-6238-1247　FAX：03-6238-1246 
（東京紀尾井町キャンパス）

城 西 国 際 大 学 　 広 報 室
Mail : koho@jiu.ac.jp

https://www. jiu.ac.jp

大 学 院
人文科学研究科
経営情報学研究科
福祉総合学研究科
ビジネスデザイン研究科
薬学研究科
国際アドミニストレーション研究科

留 学 生 別 科

千 葉 東 金 キャンパ ス
〒283-8555　千葉県東金市求名1番地

•国際人文学部 国際文化学科
 国際交流学科
•観光学部 観光学科 （2022年度に安房キャンパスから移転）

•経営情報学部 総合経営学科　総合経営コース
•メディア学部 メディア情報学科　ニューメディアコース
•薬学部 医療薬学科
•福祉総合学部 福祉総合学科
 理学療法学科
•看護学部 看護学科
•環境社会学部 環境社会学科 （2021年度で閉鎖）

東 京 紀 尾 井 町 キャンパ ス
〒102-0094　東京都千代田区紀尾井町3-26

•経営情報学部 総合経営学科　グローバル経営情報コース
•メディア学部 メディア情報学科　映像芸術コース

※今号に掲載した写真はいずれも、新型コロナウイルス感染の対策を徹底し、撮影を行いました。また、2020年以前に撮影したものも含まれます。


